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『ここまで進んだ消化器がん治療』
〜胃がんと大腸がんを中心に〜

5月21日（土）にミューザ川崎シンフォニーホール4階『市民交流室』にて、
地域の皆様に向けた「市民健康講座」を開きます。
テーマは「胃がんと大腸がん」についてです。消化器のがんの中でも、
日本人に特に多いのがこの胃と大腸のがんです。
この機会に講座に参加して正しい知識を身につけていただき、
皆様の健康増進の一助となることを願っております。

川崎幸病院　副院長
消化器病センター　センター長　

関川　浩司 医師

市民健康講座のご案内

1. 胃がんについて

● 主な症状は？
胃もたれ、胃の不快感、心窩部痛（みぞおちの
痛み）、貧血、食物のつかえ感などがあります
が、症状がでない（無症状）こともあります。

● どんな検査を受ければいいの？
胃がんは早期発見が大事です。胃がんを見つける
ための主な検査には次のようなものがあります。

■ バリウムを飲んでの胃のレントゲン検査

■ 内視鏡（胃カメラ）での検査

■ CT（コンピュータ断層撮影）での検査

■ 超音波検査

など

● どんな治療法があるの？
■ 内視鏡：早期のがんであれば、内視鏡で切除

できます
■ 手術（開腹手術、腹腔鏡下手術）：外科的に

がんを切除します。
… 早期のがんで内視鏡治療が出来ない方では

負担が少ない腹腔鏡下手術を選択するケー
スが増えています。

■ 抗がん剤治療：がんのタイプあるいは進行
度によっては主として抗がん剤治療を行う場
合もあります。

胃がんのタイプや進行度などにより、ベストな
治療法を患者さんとともに考えていきます。

腹腔鏡下手術とは▶ 詳しくは 3 ページを
ご覧ください。

2. 大腸がんについて

● 大腸がんになりやすい人は？
家族が大腸がんになっている、肉食中心であ
る、肥満、喫煙、便秘など。

● 主な症状は？
血便（便に血が混じる）、便が細くなる、便秘、
残便感、腹痛、腹部膨満感、貧血などがありま
すが、症状がない（無症状）こともあります。

※大腸がんについては毎日の便の観察が大事です。う
んちが健康のバロメーターなのです。

● どんな検査を受ければいいの？
胃がん同様早期発見が大事です。大腸がんを
見つけるための主な検査には次のようなもの



講座名:『ここまで進んだ
　　　　　　　　消化器がん治療』
　　　　　～胃がんと大腸がんを中心に～

講師：関川 浩司　医師
　（川崎幸病院副院長 消化器病センター長）

日時：平成23年5月21日（土）
　　　10時30分～11時30分
場所：ミューザ川崎
　　 シンフォニーホール4階『市民交流室』
参加者：満席（定員150名）

●多くの皆様に参加いただきました！
　当日は、見事な快晴！土曜日にもかかわらず、多
くの方に参加いただきました。地域の方々の健康に
対する意識の高さには毎回頭が下がります。これか
らも質の高い講座を心がけていきます。

講座レポート

●会場からは積極的な質問が
　講座後は、会場の皆様からの質問に、関川医師
がお答えしました。非常に多くの質問が寄せられ
ましたが、時間の関係上、皆様からの疑問のすべ
てにお答えすることができず、申し訳なく思って
おります。

●熱の入った講義
地域の方々の熱気に後押しされるように、関川医
師の講義にも思わず力が入ってきます。


